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栄   兵の見方
Hb慎21Vmi以上またはLDH生 351X1/L以 上でB性です。

【注意事項】
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●横去指象ポ基準■以下の電合も 、者段、次の症状がある方は由科
医院を受けしまL■う。 占目痢の予防管理で定期的に宴密されてい
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Hb(ヘモグロビン)値2(μg/mi)以上または LDHが 350(U川 )以上 → 要精密検査です。

この検査|よ、検査を行つた時点での歯周病の活動性をはかるスクリーニング校査です。検査結果が要精密検査の

場合|よ、歯科医院を受診し、歯周病検査、レントゲン検査などの精密検査により確定診断を受けてくださしヽと指

導しています。要精密検査でなかつた場合でも、出血などの自覚症状がある場合|よ、同じく歯科医院で精密検査

を受けて、健康かどうかの確定診断を受けてくださしヽと指導してしヽます。

ヘモグロビンとは

エルディーエイチ・

乳酸脱水素酵素とは

歯周組織破壊による出血検査です。歯周病により歯肉組織からの出血が起こると唾液

中に赤血球が遊離します。赤血球 |よ溶血してヘモグロビンが細胞外に出るのでその量

を測定します。歯肉出血以外の出血と区別がつきませんので、外傷、咬傷、擦過傷、

歯髄炎、鼻血などには注意を要します。

歯周組織破壊による炎症検査です。歯周病の進行により細胞が破壊されることで唾液

中に排出されます。一般に|よ血液検査での肝機能検査項目ですが、唾液中と血中の

LDHIよ相関しません。
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総合判定の結果に関わらす、歯周病唾液検査結果通知表を

持つてこられた患者さんに|よ、必す歯周病の検査 (歯周組

織検査、レントゲン撮影、□腔内写真、□腔内診査など)を
行しヽましょう。そして、歯周病の確定診断を行つてくださしヽ。

唾液検査で基準値を下□つてしヽても、それだけで□腔内が

良好な状態かどうかは判断できません。



歯周病の治療を受け、現在定期検診に通つています。「上手に磨け
てますねJ「数値も安定していますJとを回言われていましたが、

今回検査を受けたところ要精密検査と出ました。私は治つていたの
ではないでしようか。

歯周病唾液検査 |よ、視診やポケット沢」定などの歯周病検査より、より高しヽ感度で炎症を検出する

生化学校査です。歯周病は慢性疾患なので「安定期」=「治癒」ではありません。要精密検査にな

ること|よ考えられます。

歯周病の診断を受けて治療に通つていますが、座液検査では要精密検査とは出ませんで

した。

唾液中にとけ込んだ生化学マーカーを検出する検査ですので、唾液中に生化学マーカーがとけ込

んでしヽなかつた場合 (検査直前の飲食、喫煙、うがい等)や、唾液が少なかつた場合 (ドライマ

ウスなど)にうまく検出できない場合があります。歯周病検査で確定診断をすでに受けてしヽる訳

ですから、そのまま治療を継続しましょう。

私は穏尿病です。要精密検査と出ましたが、全身疾患があると歯周病がなくても要精密

検査と出たりしませんか ?私に歯周病の自見症状はないのです。

唾液中の生化学的マーカー|よ、血液中のそれと|よ全く関係がなしヽことが分かつています。つまり、

□の中から出たマーカーが唾液に混ざり、それを検出してしヽるのです。従つて全身疾患からの影

響|よありません。ただし、ドライマウスなど、旺液量の少なくなる全身疾患の場合|よ影響があり

ます。

検査結果が要精密検査ではありませんでした。私は健康なのですね。

生化学マーカーが唾液中から検出されなかつたことと、歯周病で|よなしヽとしヽうこと|よ直ちに結び

つけること|よできません。検出されなしヽことがあるからです (前述)。 歯周病でなしヽかどうか|よ、

歯科医院での確定診断が不可欠です。また、要精密検査でなかつたとしても、今後今の状態を維

持するために1よ歯科医院での指導を定期的に受けることが不可欠です。
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唾液採取前2時間は飲食、および歯磨きは避け、

水で□をすすいでから行つてください!
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(1)ネームラベルに氏名等を記入し、それぞれ

の容器に貼る。

(2)ガムを噛み、溜まつた唾液をコップに出す。

(およそ5分間)

※ガムはコップに出さ

なしヽでくださしヽ。

(3)右 国のように、透明容器

(液体入り)にスポイトを

用いて唾液を1滴入れ、

しつかリキャップをす

る。

(5)提出袋に氏名を記入し、2本の容器を入れて、

すくに提出する。

1)スポイトの真ん中を強くつまむ。
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